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MARIE DE FRANCE 

一人物と作品の成立順一

大 一
口
同

}I慎 雄

1 :人物

LAISl) , FABLES 2) , ESPURGATOIRE ST. PATRICE3) (以下それぞ

れを L ， F , E と略)の 3 作品は同ーの人物によって作られたと考えられてい

るが，これらの作品の作者については，おのおのの作品に合まれている記述か

ら推測できるにすぎない.

まず， Chaucer 研究家 Thomas Tyrwhitt (1730-1786) は LAIS 全体

の Prologue を「ロンドン集J Recueil de Londres と称せられる大英博物館

所蔵写本 Harley 978 に収録せられた全作品の作者とみなした41. 乙の考えに

よれば， L と F とはともに Marie の作となる.

つぎに， Gervais de La Rue 師は Tyrwhitt の所説を肯定し，始めて Ma

rie de France の生涯と作品とに関する著作を公けにした 5)

やがて， Tyrwhitt の説は正しいものと認められるようになり ， L を Marie

de France に帰属させる根拠が Prologue にあることは看過せられるに至っ

Tこ.

しかし， Joseph Ritson は Tyrwhitt の説に異論を唱え ， Prologue を L の

編纂人による序言とみなし ， F の Eρilogue に読まれる l 文: Iわたしの名は

Marie, フランスの産J Marie ai nun , si sui de France (v. 4) に着目し

て，たんにFだけでなく ， L をも Marie に帰属させた 6)

また， George Ellis は L の最初の56行すなわち prologue を L全体の序文
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であり，続く 26行を L の 1 tM Guigemar の序文であるとした 7)

ついで， Francis Douce も「ロンドン集」に収められた諸作品は Bretagne

の吟遊詩人 bardes の作ではなく ， L の i 桁 Guigemar の ρrologue に瓜わ

れるJ\1arieという人物の作であるとした8).

確かに ， L全体の Prologue と Guigemar の ρrologue とは別箇iのものと

考えなくてはならない. パリ国立図書館所蔵写本， Fonds Fran軋is 2168 に

は L の 3 篇 Yonec (vv.396--552) , Guigemar , Lαnval がこの順序で合まれ，

Guigemαf の冒頭にだけ ρrologue が読まれる .U1Zliでは， Marie のぞl がJJ~

われる 1 行を Guigemar の ρrologue に含めることに異論を唱える学者はい

ない.

それではここで ， L , F , Eの各作品から Marie のぞiが読まれる箇所を引

き出してみよう.

1) Guigemαr の ρrologue (vv. 3 -4) 9) 

Oëz, seign urs , ke di t Marie, 

Ki en sun tens pas ne s'oblie. 

この世にあ-_)て努めを忘れぬ，

マリの言葉を，みなさま，お聞き下さい.

2) F の Eρilogue (vv. 3-4)10) 

Me numerai pur remembrance : 

MARIE ai nun , si sui de France. 

思い出のよすがとして名乗りましょう

私の名はマリで，フランスの産です.

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



3) E (vv. 2297-2299)11l 

Jo , Marie , ai mis , en memoire , 

Le livre de l'Espurgatoire 

En Romanz，・・・・ ・

私マリは，忘れ去られないように，

「錬萩j の書を

フランス諾に移しました，

3 

上記 3 箇所が Marie を L ， F , E の 3作品の作者であると推定させる直接

の手懸りである . F のEρilogue によって， Marie はフランスと関係のあっ

た人物であると判断せられる. 当時の政治情勢から考えると， この「フラン

ス」とは「フランス王家J を指すものではなく，狭い意味、の「フランス j すな

わちIle-de-France という地名を意味するのであろう. Marie はIle-de

France という生地に言及したと思われる. しかし，強いて生地に言及するの

は，その生地以外の所においてであるとするのが妥当ではなかろうか.それで

は， Marie はどの地に関係をもっていたのか.

つぎに， Marie が関係した地方を推定させる箇所を引用しよう.

1) L. Milun (vv. 319-322 ; 332-333)12) 

A Suhthamptune vait passer ; 

Cum il ainz pot , se mist en mer. 

A Barbefluet est arivez ; 

Dreit en Brutain邑 est alez. 

De tu tes les teres de la 
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Porta le pris e la valur ; 

サウザンプトンに j反ろうとし，

昔なし得たように ， YJfj に !111 ました.

パノレフノレーノレに至ると，

フソレターニュに iIZ行しました.

そ乙から向うのすべての地から，

勲功と栄誉とを持ち帰りました.

[Suhthamptune : Southampton. Barbefluet : Barfleur.] 

この引用文で「そこ」とはフランスを均すものと考えられ，乙の条りではイ

ングランドが問題になっていることは明らかである. Marie は Cherbourg の

近くの Barfleur から英仏海峡を渡って Southampton におもむいたことが

あったのであろう.

2) L. Eliduc (vv. 484-486)13) 

As chambres sa fille est en trez. 

As esch駸 cumence a jﾜ.er 

A un chevaler de utre mer ; 

王は娘の自\)屋にはいられました.

海の彼方の一人の騎士と

チェスに興じ始められました.

ここに言う「海の彼方」とはやはりフランスを指すものと考えられる. Maｭ

rie はイングランドの地に住んだ経験が確かにあったのであろう.
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3) F の Eρilogue (vv. 11-18)11) 

M'entremis de cest livre feire 

E de l'engleis en romanz treire. 

Esop� apel' um cest livre, 

Quil translata e fist escrire, 

Del griu en latin le turna ; 

Li reis Alvrez, que mut l'ama , 

Le translata puis en engleis, 

E jeo l'ai rimee en franceis , 

私が企てたことはこの書を作り，

英語からフランス語に訳すことでした.

この吉:は「イソップJ と呼ばれ，

それを訳し記させた者がそれを

ギリシア語からラテン諸に訳したのです.

それを珍重せられたアノレフレッド王が

ついでそれを英語に訳し，

私がそれをフランス認の韻文に直したのです.

[Alvrez : Alfred] 

5 

これからも分るように， Alfred 王はラテン語訳の「イソップj を英語に重

訳したとせられ， Marie はその英訳本からフランス語訳のFを作成したとい

う.さて，この英語訳本の成立時期は不明であり，それを Alfred 王に帰h笥さ

せることは誤りである 15) ともあれ， Marie が英訳本を参照したこと，英語

を理解したことは確かではなかろうか. Marie はイングランドの地に滞在し

ただけでなく，その地の言語をも解したのであろう.
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4) E (vv. 503-505)16) 

El tens le rei Estefne dit, 

si cuロ1 nus trovum en escrit , 

qu'en Yrlande esteit uns prozdum 

ステファヌス王の御祉に，

書:き物に記されているように，

立派な方がアイノレランドにいたとのととです.

[Estefne : Etienne, Stephanus] 

乙乙 lこ言及せられた Stephanus 王とは， Guil1aume le Conquérant の孫

に当る Etienne de Blois (1097? -1154) であろう. 王の名を挙げることが

できるほどに， Marie はイングランド宮廷に強い関心を抱いていたと考えら

れる.しかも ， Eの源となったラテン語文「聖パトリキウスの錬荻J Tractaｭ

tus de Purgatorio sancti Patricii はイングランドの Saltrey 修道院の僧

Henricus の手になるものであった.

乙れら以外にも ， L やF には多くの英-語の単語やイングランドの地名が挿入

せられている 17)

上述の諸点を考え合わせると， Marie はイングランドに渡ったととがあり，

その地の宮廷と関係をもち，英語を解したと推定する乙とができるであろう.

* 事 * 

それでは， Marie とは現存した人物のうちー休だれであったのか. 乙の点

については諸学者の見解が一致しない.
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まず， Shaftesbury 尼修道院.Rの Marie (残 1215---6) が :J5-えられる 18}. こ

の女性はイングランド~E Henry 二 IJI:の父 Godefroy d' Anjou , すなわち，

Geoffrey of Plan tagenet の私生児であり， 1181年ごろこの尼修道院の修道

院長になっている.

つぎに， Marie de Beaumont すなわち Marie de Meulun が挙げられ

る 19J. この女性は Waleran de Beaumont の娘であり， Hugues Talbot de 

Cheuville と結婚したが， 手五 !e;} となってからは Herefordshire と Devon 

とで生活し， 1230年から 1232年まで Ronceray 尼修道院長であった.

さらに， Barking 尼修道院長に Marie と 11乎ばれる女性が考-慮の対象とな

る 201.

最後に， Marie de Champagne (残1208) をも指摘することができょう 2 1l

この女性は Champagne 伯 Thibaud 四世の娘で， 1142if Bourgogne 公

Eudes 二 III と紡婚し， 1162年に Fontevrault 尼修道院長になっている.

これら 4 人の Marie はいずれも Marie de France と |Til-人物であると

みなすには証拠に欠ける. Rychner はどの Marie をも支十年しなかった221.

Bertoni は Marie de Champagne がイングランドに滞在した証拠がないと

して，この女性を否定した231.

従って， Marie de France が実在の人物の誰であったかを判断するために

は， Marie de France と交渉をもったと考えられる人物を深す必要に迫まら

れる.

まず ， L の Prologue に次のような献辞が読まれる (vv. 43-48)2~). 

En l'honur de vus, nobles reis, 

Ki tant estes pruz e curteis, 

A ki tute joie se encline, 

E en ki quoer tuz biens racine , 

M'entremis des lais assembler, 

Par rime faire e reconter. 
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まこと lにと ，，'riJ

すべての喜びをを.-一…ω一&身に集め，

すべての善を心に市された

高貴な王であるあなたの為に

私は行情i部討:を集め，韻文を作り，

I否ろうと思いつきました.

Marie から献辞を降げられたのは誰であったか. これについては 2 説があ

る.

ほとんどすべての学者の見解は英国王 Henry 二世 (1133-1189) に一致し

ている.この王は 1154年に王位につき， 1189年に他界した. Marie がこの王

の在位期間 r~1 に L の prologue をミ!?:き， この作lRIを献呈したと考えることは

可能である.

他の説によれば， Henri au Cort Mantel が挙げられる 25) この王は上記

Henry二世の子であり， 1170~ 1 年と 1172年とに 2 度にわたって戴冠式を挙げ，

1183年に父に先立って他界した.この説を採った Levi の論拠は，上掲引用文

にある王に対する議辞が当時財政上の不如意に悩まされていた Henry 二世に

は相応しくない，むしろその子に対するものであろう，ということであった.

しかし，この讃辞は Henry 二t!tがまだ比較的富裕で，万人の敬意を受けてい

たころに Marie によって書かれたと解釈することも許されよう.従って，か

ならずしも Henri au Cort Mantel を主張することが正しいのではなかろう.

つぎに ， F の E戸logue には次のようにある (vv. 9-12). 

Pur amur le cunte Willame , 

Le plus vaillant de nul[cestJ realme, 

M'entremis de cest livre feire 

E de l'engleis en romanz treire. 
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どの[この]王国のなかで[も]最も立派な

ウィリアム伯のために，

私はこの書を作り，英語から

フランス語に翻訳しようと企てました.

9 

この「ウィリアム伯J とは誰であったのか.これについては 5 人の人物が想

定せられる.

まず， W illiam of Gloucester が挙げられる. この人物は Henry 二世の

幼な友だちであったから，その宮廷で Marie の関心を惹いたことは十分にあ

り得ょう. この説は Ahltr凸m が 1892年と 1925年との 2 度にわたって主張し

fこ 27) • 

つぎに， Guillaume Longue-Ep馥 (残1226) が考えられる. この人物は

1174年に Henry 二世の寵愛を受けた Rosamund Clifford (1 140? 一1176?) 

とこのイングランド王との聞にできた私生児であり， 1196"""" 7 年に Count of 

Salisbury, 1198年に Earl of Salisbury となり， 1202年 Gascogne に対す

るフランス王代理人 lieutenant に任じられた. Marie はやはり Henry 二

世の宮廷でこの人物に出会ったことがあると思われる. 古く La Rue が 1834

年に，ついで Warnke が 1880年にこの説を唱えた28)

さらに， Guillaume 1\11紅白hal (1 146-1219) が挙げられる. この人物は

1199年 Count of Pembroke となり， 1216年から 1219年まで第 l 代の Earl

of Striguil and Pembroke, および， Regent of England を兼ねており，

Henry 二世の子の師陣であった.この説をたてたのは Levi であった29)

ちなみに， Guillaume de Flandre が問題になる. しかし， この人物は

COURONNEMENT DE RENARD (vv. 3360-3363)30) の次の l 女から推

定せられるものである.

Et pour 輟u dou Conte Guillaume 

Qui ceste honor eut encharcie, 
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Pris mon prologue com Marie 

Qui pour lui traita cl'Izopet. 

私はこの名誉を一身にになった

ギヨーム伯のために序文を加えた.

乙の伯のためにイソップを作った.

マリの例にならぺたのである.

この「ギヨーム伯」とは Guillaume de Dampi色re 二世(残1251) で， 1246 

年から 1251年まで Flanclre 伯であり， 1248年に聖王 Louis 九日:および年代

記作者 Joinville に従って十字軍に参加している. しかし， Marie がこの

Guillaume に「イソップJ すなわち Fを俸げたとは与ーえられない. この人物

は時代的にも涯く， Henry 二位の宮廷とは別の交化圏に属している Flandre

伯の宮廷に Marie がおもむいた形跡はなし可からである.

最後に，最も信懇性のある人物として， Guillaume de Mancleville(残 1189)

が考えられる.この人物は Henry 二世の寵臣であり， Philippe d' Alsace の

十字軍に加わり， 1167年に Count of Essex ，こなり， Guiot de Provins の

BIBLE のなかでは立派な美しい騎士として讃えられている 311 この人物を主

張したのは 1892年に Ahlstrりm が長初であフたが321 ， 1926年に Brugger がそ

れに続き 331 ， 1933年に Painter がその後をうけて次のように論じた 341 : Guiト

laume de Mandeville は Count of Essex になコた WJ-:から 1175年まで， Norｭ

mandie 裁判所の書記 échiquiers の文書には， 単に comes Wilhelmus と

して現われるが，他の!自は伯領名を付加されている; Marie de France はこ

の慣わしを知っており ， Fの Eρilogue にあるように，この人物を単に Conte

Guillaume と呼んだとしても不思議ではない.

上記の諸点から推定すると， Marie de France は 1181年ごろ Shaftesbury

尼修道院長となり， 1215年ないし 1216年に他界した女性で， イングランド王

Henry 二世の父 Godefroy d' Anjou の私生児であったのではなかろうか.
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もしそうであるとすれば， Marie が L をこの Henry 二 IJtに J卒げたとしても

不自然ではなく ， Fをこの王の寵臣であった Essex 作 I Guil1aume de Manｭ

cleville のために作ったとしても，おかしくはないであろう.

TI: 作品の成立順

さて ， L は何年ごろ成立したのであろうか.Fが Guillaume de Mandeville 

に捧げられたように ， L が Henry 二世に献じられたと仮定すれば，この両作

品はこのイングランド王とこの Essex 伯とが共に残した 1189年より前に成立

していなければならない. しかし，両作l見には成立年が記されていないので，

それらと直接的・間接的に関係のある同時期の作品とそれらとを比較しながら，

成立年を推測する以外に方法はなかろう.

まず， L に影響を及ぼした作品のうち， 成立年の明らかなものは Wace の

BRUT351 (1 155) と ROMAN D'ENEAS附 (ca. 1160) である. 従つて，

1155年 ---1口160年が Lの成3EVげ/

lロ2-一世世世.紀中葉の作品としてはほか lに乙 ， FLOIRE ET BLANCHEFLEUR371 

と Béroul の TRISTAN38 ) とがある. Marie が前者から何を負っているか

は不明であるが，後者からは確かに影響を受けている.しかし，両作品の成立年

は不明である.

一方， L が影響を与えた作品を挙げてみよう.

まず， Thomas の TR!STAN39 ) がある. Fourrier の最近の研究によれば，

この作品は 1172年'"" 1175年に成立したことになる州. ただし， Hoepffner は

この作品の成立を L より前に置いでし，る 411 • Fourrier と Hoepffner とはあ

まりに見解を異にしすぎる.もう少し明確な資料はないであろうか.

その点では， Denis Piramus の VIE SE!NT EDMUND LE REI421 が

挙げられる.作者は Marie についてこう述べている (vv. 35-48). 
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E Dame Marie a1tresi , 

Ki en rime fist e basti , 

E compensa 1es vers de 1ais, 

Ki ne sunt pas de tut verais ; 

Si en est e1e mult 1oee, 

E 1a rime par tut amee. 

Kar 1l1u1t 1aiment, si 1unt mu1t cher 

Cunte , barun e chiva1er. 

E si en aiment mu1t 1escrit, 

E lire 1e funt , si unt delit , 

E si 1es funt sovent retreire. 

そして奥.方マリもまた

打i青;車詰:を韻文により作り，

考え繰り上げたが，それらは

いささかも真の話ではない.

そのためにマリは絶設を受け，

その行情謂詩は皆に好まれた.

伯も諸侯も騎士たちもそれを

大そう好み愛でるからである.

マリの書き物は大そう好まれ，

読まれ，喜びを与え，

しばしば語られる.

この作品の校訂者 Ravene1 は，この作品の成立を言語の面からは 1170年~

1200年， 内容の面からは 1190年'"'-' 1200年に位置させた 43) 他の校訂者 Kjell

man は作者 Piramus を， 1173年ごろから記録に現われ， 1214年に他界した

と推定せられる St. Edmund 修道院の magister Dionisius とみなし，主に
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言語の点からこの(7FIR-l の成立を 1170ff:.~ 1180年に位置させた 1.11 この時期がL

の成立年の下限 terminus ante quem と考えられる.

それでは ， PARTONOPEUS DE BLO!S451 はどうであろうか. やはり

Fourrier によれば， この作品は 1182年'" 1185年に成立したとせられる 461 こ

の年は少し遅すぎると考えてよかろう.

次に ， !LLE ET GALERONI61 を見てみよう. これは f2 人の妻を持つ

夫」を主題とし，種々の点で ELIDUC に似ている. Il le の父として Eliduc

が登場するだけでなく ， 1αi に対する言及もある (vv. 936-937). 

Mes s'autrement n'alast l'amors, 

Li lais ne fust pas si en cours, 

しかしこの愛が別な風にならなければ，

このt予|育謂詩はこれほど広まらなかったであろう.

ここに言われた拝情謂詩 lai はばたして Marie de France の LAIS を

指すものであろうか.上掲 2 行 lこ至る 902行から 937行は MS. de Wallaton に

は合まれていない.校訂者 Cowper の考えによれば， 作者 Gautier d'Arras 

はここで自分自身の作品の源流をなす lai に言及したのではなく， フランス

大陸に渡って来て宮廷で評判になっていた Marie de France の LAIS を批

判していることになる 471 それはともかくとして， この作品の Prologue ~と

は， Friedrich Barbarossa の妻 Beatrice に対する献辞が読まれる. そこか

らこの作!日が Beatrice の戴冠式が行われた 1167年より後に成立したことは明

らかであろう. Fourrier は成立年を1178年としている川.この年は上掲 VIE

SE!NT EDMUND LE RE! によって推定せられた下限1170年""1180年と

抵触しない.

最後に， Chr騁ien de Troyes と Marie de France との関係はどうであろ

うか. Foulet は Chrétien の EREC において主人公 Erec が勝利のあとで
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味わう「歓びJ を Marie の影響に帰する 50) 反対に， Wi1nlotte は Marie

の Guigemar と Eliduc とが， それぞれ Chrétien の CLIGES および

GUILLAUME D'ANGLETERRE とから刻窃した箇所をもっと考える 51).

問題のくだりを引用してみよう:

Guigemαr (vv. 109-112)52) 

Jamais n'aies tu medecine! 

Ne par herbe ne par racine 

Ne par mire ne par pociun 

N'avras tu jam駸 garisun. 

決して薬はない.

薬草や薬根によっても，

医者や水菜によっても，

決して癒されまい.

CLIGES (vv. 639-642)53) 

Que ja n'an avrai garison 

Par mecine, ne par poison , 

Ne par herbe, ne par racine 

A chascun mal n' a pas mecine. 

薬物や水薬によっても，

薬草や菜根によっても，

決して癒されまい.

どの病にも菜はない.

つぎに ， Eliduc (vv. 815 et sqq.)54) には嵐に翻弄される舟の描写がある

が， これは GUILLAUME D'ANGLETERRE (vv. 2265 et sqq.)55) の Mí

写に類似している.

同じく， Faral は Marie が L に着手した時期を1175年ごろとし，その乙ろ

romans bretons がすでに流布していたと考え， Marie が Chr・étien に援助

を求めたと主張する附.

これに反して， Rychner は Marie に対する Chrétien の影響を認めない

が， L の Prologue (v. 32)57) : Itant s'en sunt altre entrenlis [他の方が

たがそれをずいぶん手がけられたのです]によって，少くとも Marie が Chré

tien による Ovidius のフランス語訳を知っていたと考える 58}.

しかし， Marie は Chrétien から影響を受けなかったとする方が正しいで

あろう.両者の作風と文体とは違いすぎるからである.

要するに， Marie de France の L の成立時期は， Ewert によれば Henry
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二世が他界した 1189年より以後5ペ Rychner によれば 1160 年代とせられる

が60V Wace の BRUT と ROMAN D'ENEAS とが完成した 1155--60年と

Chr騁ien de Troyes が制作にたずさわった 1170年ごろとの間とするのが妥

当であろう.

* * * 

上述のとおり ， L を 1155--60年と 1170年ごろとの聞に成立したと仮定するこ

とができるとすれば， F と E とは L と時期的にどういう関係があるのであろう

か.もう一度Lの Prologue (vv. 28-33)61)をみてみよう:

Pur ceo comen軋i a penser 

De aukune bone estoire faire 

E de latin en romaunz traire ; 

Mais ne me fust guaires de pris : 

Itant s'en sunt altre entremis. 

Des lais pensai k'o� aveie ; 

そこで私は何か良い話を作り

ラテン諮からフランス諮に

訳そうと考え始めたのでした.

でもそれはあまり名誉にならなかったでしょう.

{也の方がたがそれをずいぶん手がけられたのです.

聞き覚えた持情諮詩が頭に浮びました.

最初の 3 行から， r良い話J bone estoire とはラテン語で書かれた文学作品

を指すものと考-えられる. 続く 3 行から， Marie はその作品のフランス語訳

を中断し ， L の制作に着手したと推定せられる.それでは，この「良い話J と
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は何であろうか. Marie の文学作品は LのほかにE と F としかない. 既出の

引用文に見られるように(本論 p.3) ， E はラテン語からの翻案であった.一

方，やはり既出の引用文にあるように(本論 p. 5) , Fは英語から訳出せられ

たものである. Marie が L の Prologue でEに言及したとは考えられないで

あろうか.もしそうだとすれば， Marie はまずEの制作に着手したが， 競う

べき相手が多いため，名声を博するととが困難であろうと知り，それを中止し

たのであろう.当時においても，女性の文学活動は悲しざまに言-われたに速い

ない . Guigemar の ρrologue も， 妬み心のある人びとに言及している (vv. 

7-11)621 : 

Mais quant il ad en un pa� 

Humme u femme de grant pris, 

Cil ki de sun bien unt envie 

Sovent en d�nt vileinie ; 

Sun pris、 li volent abeisser : 

しかしある国に，男であれ女であれ，

極めて立派な人がいらっしゃった n寺，

その人のよさを妬む者は，

よくそれについてひどい事を言い，

立派さを隠しめようと思うのです.

Marie は序文あるいは欧文に制作上の意図とか釈明とかを述べる . L の

Prologue に E に対する言及があれば， F!こ対する言及があってもよいはずで

ある. Marie は神の摂理とラテンの文人 Priscianus の作風とを楯に取り，

英国王 Henry 二世の庇護のもとに身を置きながらも ， L の prologue の口

調に自信のなさをかくしきれない.

これに反して， F の Prologue にはすでに文学上の名声を得た作者の自信
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が表われている (vv. 27-37)63) : 

A mei , ki dei la rime faire 

N'avenist n�nt a retraire 

Plusurs paroles qu� i sunt ; 

Mes nepuruc cil me sumunt 

Ki flurs est de chevalerie, 

D'enseignement, de curteisie ; 

E quant tel hume me ad requise , 

Ne voil lesser en nule guise 

Que n'i mette travail e peine, 

Ki que m'en tienge pur vileine, 

De fere mut. pur sa preerie ; 

韻文を作るはずの私には，

そこにある多くの話を諮るなど

ま)たくふさわしくなくいはずです.

とはいえ，知識と宮びと騎士道の

華と謡われる御方が求められます.

こうした御方に求められたのでは，

どなたからひどい女と誘られようとも，

その求めに応えてブJを尽そうと

努めJJJh まないではけっして

おられないのでございます.

17 

Marie は「知設と古びと騎士道の華j とここに誠われる 「ウィリアム f i'1J

cunte vVil1ame (本論 p. 13) から依頼を受けたからには， 悪評を受けよう

とも ， Fを制作しようという意志を述べている.恐らく，作者は L の成功を失11
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ったのちに ， Fを作り上げたのであろう. /Jト\，心L心、 UのD :rvlarie は L の Prologue に

おいて Eの r中iい~勺_(止l

の乙とながら，触れなか》たのであろう.

このことから， Marie de France はまずLを完成したのち ， E と F とを完

成したと考えてよいであろう.

それでは ， E と F とはどちらが先に作られたのであろうか.Eの成立年を決

定する 1 つの手懸かりはìxω3 行にある (vv. 2073-2075)61) : 

Nevoz al tierz seint Patriz, 

ki compain ert seint Malachiz ; 

Florenci邑ns aveit a nun. 

その人は聖パトリキウス三 1t1:の甥で，

型マラキアスの友であり，

フロレンティアヌスと呼ばれました.

このくだりが事尖を述べているとすれば， 1Ylalachias は 1189年 6 月 6 日に

聖列に加えられたのであるから ， Eはこの年より以後に書かれたことになる.

また，乙の作品は Marie の手によってラテン語の原本からフランス語に訳出

せられたものであるとすれば，そのラテン諮の原本より以後に書かれたもので

なくてはならない.さて， Warnke の研究によって，その原本は Saltrey 修道

院の僧が1185年より以後に作った Der Tracfatus de Purgatorio s. Patricii 

である 65)

さて，本論の 1 : r人物J において論及したように， l¥1arie de France が創

作にたずさわった時期は 121止紀の後半であろう.また ， L は前記のとおり 1170

年までに成立したと考えられる.

Ewert は L を 1189午より少し前に，つぎにFを，最後にEを 1189年より少し

後に位置づける G6) 同じく， Rychner はまずLが作られ，ついで Guillaume
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de Mandeville に捧げられたと仮定せられる Fが 1167年'"" 1189年に成立し，

Eが Malachias の聖別年である 1189年より以後に諮:かれたとする 67) .両者は

ともに L-F-Eの I11員序を立てる.

しかし， Mall や Cohn はこれとは全く逆に ， E-F-L の JII員番を主張した681.

これには具体的な根拠はないように思われる.

さらに， Levi は L を 1183年以前， E を 1185年ごろ ， F を 11891:1三以後に置き 6へ

Nagel もこの順序E-F-L を主張する刊)これにも根拠が乏しいようである.

ちなみに， Paris と Warnke とは Eを除外して L-Fの順番をたてたが71V

Paris は後に見解を変え， F-L-Eを正当であると考えるようになった721.

このように， 3 作品の成立順序については，諸学者の一致した見解を見るに

至っていない. しかし， Ewert と Rychner とが推定した L-F-Eが最も信

?殴|生あるものと考-えらオしる.
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